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２９－１２ 教育研究評議会議事概要 

 

日  時  平成２９年１２月２０日（水）13:30～14:20  

場  所  事務局棟２階会議室 

出席者  駒田学長 

     山本，鶴岡，尾西，加納，尾藤，冨樫，野崎，橋本，西村，松田，堀，吉本，安

食，樹神，鶴原，山口，片山，緒方，清水，伊藤（智），梅川，神原，(代)小林，

井口，三宅 

欠席者  伊藤（正），新保 

陪席者  服部監事 

 

◎ 前回議事概要の確認  

学長から事前に照会した２９－１０教育研究評議会議事概要(案)，２９－１１教育研究評

議会（臨時）議事概要(案)について，資料のとおり記録に留めたい旨の報告があり，了承さ

れた。 

 

Ⅰ 審議事項 

１．「高等教育コンソーシアムみえ」の事業に係る学内審議の進め方について 

山本理事から，「資料：審－１」に基づき，コンソーシアムが行う事業や活動に係る「教育に 

関する事業内容」，「産学官連携事業等，教育に関係しない事業」の学内審議等の進め方につい 

ての説明があり，審議の結果，原案どおり承認された。 

       

２．その他 

なし 

 

Ⅱ 役員会報告 

１．第24～26回役員会について 

企画総務部総務課長から，平成29年度第24～26回役員会について「資料：役－１，参考資 

料１～３」に基づき，報告があった。      

  

Ⅲ その他報告事項 

１．医学部の収容定員の増加について 

企画総務部長から，「資料：報－１」に基づき，医学部医学科の期間（平成30年度から2年間） 

を付した入学定員15人増についての報告があった。 

 

２．平成28年度に係る業務の実績に関する評価結果 

尾西理事から，「資料：報-2－1～2－4」に基づき，平成28年度に係る業務の実績に関する 

評価結果について，本学が提出した誤字修正が反映され，評価結果の内容については原案どお 

りである旨の報告があったほか，各法人の項目別評価の概要等についての報告があった。 

 

３．大学戦略会議の設置について 

尾西理事から，「資料：報－３」に基づき，全学の会議体制における審議事項（意思決定）の 

流れ等のほか，その中における大学戦略会議の役割及び，「三重大学大学戦略会議要項」につい 

ての説明があった。 

また，名称を「大学改革推進戦略会議」から「大学戦略会議」と変更したのは，組織の改革 

だけを推進するのではなく，大学の機能強化全般について，広く，議論・調整したいという意 

図からである旨の付言があった。 
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◇主な意見 

〇どこで設置を決定したのか。 

→会議体制を大きく変更するものではなく，これまでの会議の役割の再確認ということよ 

り，拡大役員打合会で協議し，大学改革推進戦略会議へ提案，了承を得たものである。 

〇運用の方法によっては教育研究評議会が形骸化することが懸念されるので留意願いたい。 

→大学戦略会議は，大学の機構改革だけではなく，もっと広い観点から議論をする場であ 

り，教育研究評議会は決定機関であり，審議・議論（自由闊達な議論）し決定する場で 

あることより，教育研究評議会を形骸化させることはない。 

 

４．COC+に係る報告 

冨樫副学長から，「資料：報－４」に基づき，平成29年度第６回地域創発部門会議における 

検討状況等についての報告があり，次いで山本理事から，三重大学ＣＯＣ＋シンポジウム参加 

状況についての報告及び，各学部等の当該シンポジウム開催への協力に対しての謝辞があった。 

 

５．給与改定の方針について 

企画総務部長から，「資料：報－５」に基づき，人事院勧告を踏まえた，本学における給与改 

定の方針についての報告があった。 

 

６．退職手当の支給水準引下げについて 

企画総務部長から，「資料：報－６」に基づき，退職手当の支給水準引下げについて，「国家 

公務員の退職手当の見直しの動向に応じて，通則法等の趣旨を踏まえつつ，今般の国家公務員 

の退職手当制度の改正に準じて必要な措置を講ずるよう要請等を行う」旨の閣議決定を受けた 

文部科学省通知を踏まえ，本学役職員の退職手当について支給水準の引下げを実施する旨の報 

告があった。 

 

７．教員発注限度額及び立替払限度額の見直しについて 

財務部長から，「資料：報－７」に基づき，教員発注限度額及び立替払限度額の見直しについ 

ての説明があり，平成30年１月より実施する旨の報告があった。 

 

８．平成29年度上半期の自己収入実績について 

財務部長から，「資料：報－８」に基づき，平成29年度上半期の自己収入実績についての報 

告があった。 

また，各学部等においても自己収入の増加に向け協力願う旨の付言があった。 

 

９．平成29年度公的研究費コンプライアンス教育e-learning受講状況について 

尾藤理事から，「資料：報－９」に基づき，平成29年度公的研究費コンプライアンス教育 

e-learning受講状況についての報告があり，未受講者のある学部等においては，引き続き 

100％の受講率達成に向け努力願う旨の依頼があった。 

                                              

１０．その他 

（１）年始の行事予定について 

企画総務部長から，「資料：報－10」により，年始の行事予定についての連絡があった。 

 

（２）平成29年度及び平成30年度主要会議日程について 

企画総務部長から，「資料：報－11」により，平成29年度及び平成30年度主要会議日程 

についての連絡があった。 

 

以 上 


